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最近,Kawasaki等はQuenchedTDGLmodel系に於けるfluctuationの成長過掛 こつき

一般的な理論を展開している｡1)又,Hashimoto等は,Cu3Au合金の実験でStructure

FunctionS(k,t)を測定している02)一方,Lebowitz等はQuenchedbinaryalloyの計

算機実験をしているが,spinexchangemodelのため前述の理論実験に対応していない3.)

ここでは,IsingModelの2次元有限系につきsinglespinflipkineticmdelのMonte

carloSimulationを計算する｡ 計算機実験の手続は,まずはじめに高温側で Spin系を

熱平衡状態にした後,転移点まで温度を下げ,不安定状態をっくる｡それから,物理的

に興味あるMagnetizationMz(t)とStructureFunctionS(k,t)の時間発展を求める｡

計算結果としては,S(k,t)のbehaviorはLebowitz等のOrderparameterが保存する

場合と異なり,その半値巾は時間発展とともに,%powerlawにしたがって理論,実験

に一致する04)さらに,磁場のある場合についても同様の問題を調べているO
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